不況と高齢化への対応の遅れから

生じた野宿生活者問題に

社会的関心と連帯・支援を

　今、マスコミは、コンピュータやマイクロチップの誤作動が引き起こす混乱を、『二千年問題』として一まとめに表現して、社会の関心を集めています。

　私たちは、社会のシステムが引き起こしている社会生活上の混乱＝膨大な野宿生活者の存在＝を、身近な二千年問題として、皆さんが関心を持たれるよう訴えます。

　大阪市内一万人を超えて存在する野宿生活者は、皆さんの目にも、公園や路上・駅などで生活する人々として日常的に認められていることと思います。日本全国では二万人を超えているとも伝えられています。

路上で生活し路上で死ぬことを強いられている人々の存在は、解決不能な問題なのでしょうか。

　来年度政府予算で初めて、「ホームレス対策費」が計上されました。今まで存在しなかった予算項目が立てられたことは、ひとつの進展といえますが、付いた予算額は八億円に過ぎません。

　心斎橋筋戎橋の上から一人の高齢野宿生活者・藤本さんが、青年により道頓堀川に投げ落とされ、無念の溺死を遂げたのは五年前のことになります。

その事件を契機に、コンピュータの二千年問題のように野宿生活者問題の広がりが予見され、対策が検討されて、実際に、全国的な失業者対策・高齢者対策が実施されておれば、今日のような深刻な事態にはならなかったと考えられます。

　現実は、政府が「ホームレス問題検討委員会」を立ち上げたのが、九九年二月であり、新たに予算項目は立てられたものの、額は八億円に過ぎません。設置が約束されている野宿生活者のための「自立支援センター」も、大阪では、いまだに立ち上がっていません。

　皆さんの目には、表面的な印象から、野宿生活者は「自堕落で怠け者」と、映っているかも知れません。

　しかし、「平成不況」のさなか、高齢労働者が職に就くことがどんなに困難であるか、路上での生活がどれほど屈辱的で、食べる物を得るための努力がどれほど時間と労力を必要とするものか、想像して見てください。

　アルミ缶を集めるために夜昼かまわず歩き回り、売り、賞味期限切れ食品を頼りに、いつ追い立てられるかわからない不安を抱えて公園や道路で生活する。「自堕落で怠け者」にはできない行為です。

　路上での生活を余儀なくされている労働者に必要なものは、まず第一に仕事です。安心な寝場所です。日々の食事です。

　南港に設置された大阪市の臨時宿泊所を年末年始二千四百人を超える労働者が利用していますが、一月七日には再び路上へと放り出されます。

　野宿生活者問題を二千年に解決すべきこととして、認識され、支援と社会的連帯の行動をお願い致します。

身近な『２０００年問題』として


野宿生活者の存在に関心を





中高年齢失業者のための公的雇用創出を


今すぐ安心して住まえるシェルターの建設を
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